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　氏は、市民が地球環境問題に強い関心を持ち、ライフスタイルを見直してもらうには日々の暮らしの中で生じる生ごみ減
量が良いきっかけになるとの考えに基づき、独自で考案した生ごみ処理機の導入を全国 3,000 近くの市町村に提案しました。
また自費で全国の自治体に出向き、生ごみ減量の有効性を訴えました。また同氏は、全国の小学校、中学校、高校を訪問し、
ごみ減量の実演とその必要性の説明を行う特別授業を延べ約 380 校に実施しました。平成 14 年には私財を投じて基金を設
立し、環境保全活動や子どもたちへの環境教育活動を行うNPOグループ等を応援するため、資金助成を行いました。
　同氏の考え、活動への共感の輪は全国に広がり、各地で同氏考案の生ごみ処理機の導入が進んでいるとともに、「生ごみ
110 番」というボランティア組織が各地で誕生しています。基金は小中学校での省エネ教育教材の開発、環境教育や環境保
全活動に活用されています。
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【「21世紀のこどもたちに美しい地球を残そう!」の活動】


